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里町二俣福良渡（通称：二俣橋，町指定文化財）
等（図 8），約 20 基の石橋が被害を受けた（私信，
上塚尚孝氏（日本の石橋を守る会））．被害の程度
は様々であるが，主に高欄の転落や壁石の崩壊，
輪石の亀裂や開き等であり，通潤橋では通水管が
損傷した．平成 30 年（2018 年）2 月現在，復
旧工事が完了したのは八勢橋と二俣福良渡のみ
であり，通潤橋や下鶴橋では復旧工事が続けられ
ている（私信，尾上一哉氏（株式会社尾上建設））．

前震時における船場橋の被害
　宇土市教育委員会文化課では，前震発生翌日
の４月 15 日，目視による被害状況確認を行った．
その結果，上流側の高欄上部が下流側に 7 ～ 8 
cm 程度ずれている状況を確認した（図 9，10）．
ほかは，特に目立った被害は確認できなかったし

かし，余震による高欄の転倒に伴う人的被害が懸
念されたため，道路管理者の宇土市役所土木課と
協議し，通行禁止の措置を講じた．

本震時における船場橋の被害
　本震当日の午前中に再び被害状況を確認した

図 9  前震後の高欄のずれ（左岸側より撮影）

図 10  前震後の高欄のずれ（右岸側より撮影）

図 12  本震で倒壊した高欄等（右岸側より撮影）

図13  本震で生じた輪石の損傷（上流側より撮影）

図 11  本震で被災した船場橋（上流側より撮影）
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（図 11）．前震時にずれが生じていた高欄は転
落し（図 12），輪石にも亀裂が生じたほか（図
13），上流左岸側の取付護岸が大きく崩落した状
況を確認した．後日，石橋の設計と維持管理に関
するガイドライン 5) に基づき，石橋修復に関す
る設計や施工監理の実績がある熊本市の株式会社
建設プロジェクトセンターの協力を得て緊急点検
し，３Dレーザー計測解析注６）による被害調査を
実施した．
　その結果，輪石にズレや開き，連続亀裂，断面
欠損が認められ，壁石は外側へのハラミ出し（５
cm 程度）（図 14），橋面には沈下が認められた．
このような状況から，激しい揺れにより橋内部の
中詰め材が動いたものと推定される．また，高欄
下部の束柱石，親柱，地覆石のずれや亀裂を確認
した．これらの被災状況を総合的に評価して，石
橋としての健全度が失われた状態と判断し，一旦
解体して復元する方針を固めた．

Ｖ　復旧工事の計画について

解体工事について
　平成 29 年に実施された二俣福良渡の復旧工事
と同様に，支保工と呼ばれる仮設構造物を輪石下
部に添わせる状態で設置し，解体作業を行う（図
15）．解体後の石材は現況復旧するため，既に実
施した測量データに基づき施工時にナンバリン
グを行い，隣接する保管ヤードへ運搬・保管する
予定である．なお，石橋下部の土中に埋まってい
る根石や，根石下部に存在が想定される胴木につ
いては，解体に伴い取り上げた場合，復元作業時
に不等沈下が生じるおそれがあるため，今回の復
旧工事では動かさず，原位置にそのままの状態で
保存するものとする．

復元工事について
　まず，輪石仮組み工で輪石配列箇所を確定後，
輪石の復元作業を行う．文化財の復旧であること
から，可能な限り元の石材を利用する．亀裂等の
損傷がみられる輪石はステンレスアンカーピン
で補修し，再利用する．断面欠損などの損傷がみ
られる輪石は，エポキシ樹脂モルタルに石板およ
び擬石粉を混ぜた修復材により補修する．

図 14  本震で生じた壁石のハラミ出し
（下流側より撮影）

注 6）３Ｄレーザー計測解析では，レーザーによる計
測対象物とセンサーの間をレーザーパルスが往復す
る時間を計測することで距離を計測し，同時にレー
ザービームを発射した方向を計測することで，計測
対称点の３次元座標を取得する．現状をあるがまま
に図面化・表示できることから，対象に触れること
なく破損状況を把握し，修復の検討が可能となる．

注 6）３Ｄレーザー計測解析では，レーザーによる計

図 15  支持工設置後，解体される二俣福良渡
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　輪石構築後，既存石材を用いて壁石を構築する
が，内部の中詰め材も可能な限り既存のものを活
用する．壁石構築後に高欄・束柱・親柱・地覆を
復元するが，亀裂などの損傷がみられる石材は，
輪石と同様にステンレスアンカーピンで補強し，
つなぎ合わせを行うものとする．ただし，欠損が
著しい石材については，購入石材（馬門石）を使
用し，過去の写真等を参考として可能な限り元の
姿に戻す．また，路面となる橋面は，崩壊前の路
面高に合わせて復元する．

工事スケジュールについて
　解体工事については，平成 30 年春に支保工を
設置し（図 16），必要な記録をとりながら夏まで
に工事を完了する予定である．なお，船場川は夏
から秋にかけて農業用水としての利用に伴って
水位が高くなることや，解体後に付近の河川改良
工事を予定しているので，復元工事については平
成 31 年度に実施する予定である．

Ⅵ　おわりに

　熊本地震では，数多くの文化財が被災したこと
から，現在，各地で復旧に向けた取組みが進めら
れている．地震からの復旧・復興のシンボル的存
在である熊本城では，被災した石垣や建造物等の
文化財的価値の保全や安全対策の検討だけでな
く，復旧過程の段階的公開と活用も見据えた基本
計画が策定されている 6)．
　船場橋の復旧工事も同様に，被害の状況や解体
から復元までの過程を詳細に記録し，後世に伝え
るとともに，現地説明会やマスコミを通じた市民
への情報提供，市ホームページ等を活用した情報
発信等，復旧の過程を積極的に情報公開する予定
である．地震被害は大変残念な出来事ではあった
が，このような取組みを通じて，文化財の保存と
活用の推進に繋げていきたい．

図 16  船場橋復旧工事に伴う支保工設置想定図（上流側）
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